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私の視点
「森に暮らして」

南アルプス芦安山岳館 館長 塩 沢 久 仙 氏
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尾瀬ヶ原からの燧ヶ岳
( 群馬県利根郡片品村）

（撮影：関東森林管理局 天野 里美）

美しい森林づくり
「人工林施業に関する現地意見交換会を開催」

計画課長 林 視 
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一
０
０
年
先
を
見
据
え
た
森
林
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
効
果
的
な
施

業
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
て
い
く
か
？

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
関
東
森

林
管
理
局
計
画
課
で
は
、
長
伐
期
化
等

に
対
応
し
た
間
伐
等
の
あ
り
方
に
関
す

る
意
見
交
換
会
を
、
茨
城
・
天
竜 

両
森

林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
開
催
し
ま

し
た
。

茨
城
森
林
管
理
署
管
内
の
八
溝
多
賀
森

林
計
画
区
は
、
人
工
林
率
が
８
割
を
超
え

伐
の
実
施
箇
所
で
は
、
景
観
に
配
慮
し
て

等
高
線
上
に
列
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

残
列
に
お
け
る
密
度
調
整
の
必
要
性
や
選

木
の
考
え
方
に
つ
い
て
論
議
が
展
開
さ
れ

る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
施
業
に
ふ
さ
わ
し

い
伐
採
方
法
や
管
理
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

職
員
一
同
が
あ
ら
た
め
て
考
え
る
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
意
見
交
換
会
も
、
デ
ー
タ
だ

け
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
現
地
の
状
況
を
、

局
・
署
関
係
者
で
共
に
照
合
す
る
良
い
機

会
と
な
り
、
多
様
な
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
進
め
る
上
で
求
め
ら
れ
る
能
力
・

意
識
の
向
上
の
一
助
と
な
る
と
と
も
に
長

伐
期
化
等
に
対
応
し
た
施
業
方
法
の
検
討

や
森
林
計
画
等
の
樹
立
・
策
定
の
際
に
参

考
と
な
る
現
場
の
知
見
を
得
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
施
業
予
定

地
で
は
、
各
人
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
伐

採
や
管
理
の
方
法
等
に
つ
い
て
若
手
森
林

官
か
ら
も
意
見
が
出
る
な
ど
、
一
人
一
人

が
現
場
か
ら
考
え
、
意
見
を
共
有
す
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

天
竜
森
林
管
理
署
の
天
竜
森
林
計
画
区

は
、
県
内
で
も
古
く
か
ら
の
林
業
地
帯
と

し
て
有
名
な
所
で
す
。

７
月
７
日
当
日
は
、
森
林
官
を
含
め
計

20
名
が
参
加
し
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
複
層

林
や
間
伐
の
施
業
実
施
箇
所
に
お
い
て
、

現
状
で
の
課
題
や
今
後
の
施
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

複
層
林
施
業
実
施
箇
所
で
は
、
単
木
伐

採
後
に
植
栽
し
た
た
め
下
木
の
成
長
が
抑

え
ら
れ
、
次
回
伐
採
を
す
る
際
に
下
木
の

損
傷
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
群
状
・

帯
状
に
伐
採
し
た
複
層
林
の
有
効
性
に
論

議
が
及
び
ま
し
た
。

県
立
自
然
公
園
区
域
に
お
け
る
列
状
間

る
県
内
で
も
代
表
的
な
林
業
地
帯
で
す
。

６
月
16
日
、
藤
江
計
画
部
長
を
含
め
局
・

署
合
わ
せ
て
30
名
が
参
加
し
、
主
と
し
て

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
高
齢
人
工
林
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
施
業
経
過
等
を
現
地
で
確
認

し
な
が
ら
、
今
後
の
施
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
級
間
伐
の
施
業
指
標
林
（
１
０
２

年
生
）
で
は
、
適
切
な
間
伐
の
指
標
の
一

つ
で
あ
る
樹
冠
（
樹
木
の
上
部
に
あ
る
枝

葉
の
集
ま
っ
た
部
分
）
の
う
っ
閉
の
見
込

み
等
を
議
論
し
ま
し
た
。

ま
た
、
帯
状
・
群
状
に
伐
採
し
た
複
層

伐
実
施
区
で
は
、
保
残
木
や
植
栽
木
の
生

育
状
況
等
か
ら
、
伐
採
面
の
大
き
さ
や
植

栽
後
の
施
業
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
意
見

計
画
課
長

林は
や
し

視の
ぞ
む

 

人
工
林
施
業
に
関
す
る
現
地
意
見
交
換
会
を
開
催樹冠の水平方向への成

長を目測

列状間伐実施箇所

現地出発前の打合せ

複層林施業実施箇所にて論議
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赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

林野庁長官赤谷プロジェクト視察	
８月20日（水）、井出林野庁長官が赤谷プロジェクトの視察に訪れまし

た。長官はかねてより、官民協働の取組である赤谷プロジェクトに強い関
心を持っており、今回視察が実現したところです。

当日は、赤谷プロジェクト地域協議会の岡村会長、地元みなかみ町の腰
越副町長、（財）日本自然保護協会からは保護プロジェクト部の茅野副部
長など赤谷プロジェクトの関係者に多数集まって頂き、当局からは小林局
長が同行し、活発な意見交換を行うことができました。

まず、当局から赤谷プロジェクトの概要や茂倉沢の治山事業計画の意
義・経緯等について説明した後、「いきもの村」手前で赤谷プロジェクトエ
リア全体を遠望、「いきもの村」で「赤谷の日」などの取組を通じて、赤

谷プロジェクトを支えているサポーターの方々の活動について説明しました。
岡村会長からは赤谷プロジェクトが生まれた経緯や、赤谷の森の優れた自然

環境が今後のエコツーリズムによる地域振興につながっていくことへの期待に
ついて説明して頂き、みなかみ町からは地元で展開している赤谷プロジェクト
の活動が今後さらに発展していくことを期待する旨お話しを頂きました。

さらに、（財）日本自然保護協会からは、生物多様性の保全・復元に取り組
んでいく上で、国土の２割を占める国有林をパートナーとすることの重要性、
赤谷プロジェクトの先進性などについて説明して頂きました。

今後もこのような機会を捉え、各方面に赤谷プロジェクトの意義を伝えてい
きたいと考えております。

「いきもの村」でサポーター活動に
ついて説明

森林生態系スペシャリスト養成研修	
森林官等の職員を対象にした平成20年度森林生態系スペシャリスト養

成研修の現地研修が８月26日（火）～28日（木）に生物多様性復元に向
けた様々な取組が実践されている「赤谷の森」で開催されました。
  赤谷センター職員から、赤谷プロジェクトの概要、カラマツ漸伐試験地
やスギ人工林間伐試験地における植生復元モニタリング調査などの説明
を行い、「そもそも生物多様性の復元はなぜ重要か」などについて、質疑
応答がありました。

講師の長島氏からは、旧三国街道沿いのブナ林において、ブロンーブラ
ンケの植物社会学的手法による植生調査の説明
がありました。

この調査では、20ｍ四方の調査区を設定し、高木層、亜高木層、低木層、草本層
ごとに生えている植物種の群度・被度の調査をし、普段は見過ごしている植物の名前
を一種づつ同定しました。
 （財）日本自然保護協会の辻村氏からは、双眼鏡や望遠鏡の使い方から、外見上の特
徴や飛び方などによる猛禽類の見分け方について、実践的な説明がありました。

当日は雨模様で天候の悪い中、ノスリ、トビ、オオタカを観察することが出来まし
たが、一瞬のシルエットから種類を判別するには、かなりの訓練を積む必要があると
感じました。

今後、この研修で学んだことを活かして、森林生態系全体を考えながら森林施業に
取り組んで頂ければと思います。

猛禽類調査の実習の様子

ブナの倒木更新について解説

赤沢スキー場で赤谷プロジェ
クトが生まれた経緯について
説明
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﹇
千
葉
所
﹈
８
月
６
日
（
水
）、
夏
真
っ
盛
り

の
暑
い
中
、
当
所
に
お
い
て
、
夏
休
み
親

子
森
林
教
室
・
工
作
体
験
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
木
に
触
れ
楽
し

く
工
作
を
す
る
こ
と
で
、
森
林
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
併
せ
て
当
所
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
げ
る
目
的
で
、
毎
年
夏
休
み
に
合
わ

せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
回
目
と
な
る

今
回
は
、
一
般
公
募
に
よ
り
14
組
31
名
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
供
達
に
は
紙
芝
居
、
大
人
の
方
達
に

は
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
森
林
の
働
き
を
紹
介

し
、
木
工
の
基
本
と
道
具
の
説
明
を
し
た

後
、
輪
切
り
に
し
た
木
・
小
枝
・
木
の
実

等
を
使
っ
て
、
自
由
に
工
作
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

今
回
は
お
父
さ
ん
の
参
加
が
多
く
、
刃

物
の
扱
い
も
手
慣
れ
た
様
子
で
、
鋸
や
ナ

イ
フ
等
を
使
っ
た
経
験
が
少
な
い
子
供
達

を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
き
れ
い
に
並

べ
て
鑑
賞
会
を
行
い
、
作
品
の
発
想
や
出

来
映
え
に
お
互
い
感
心
し
あ
っ
て
い
ま
し

た
。感

想
に
は
「
木
の
工
作
は
難
し
か
っ
た
、

で
も
楽
し
か
っ
た
」「
良
い
体
験
が
で
き
た
」

と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
中
に
は
夏

休
み
の
提
出
課
題
に
す
る
子
も
い
る
よ
う

で
、
作
品
を
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
っ
て
い

ま
し
た
。

（
指
導
普
及
担
当
主
幹

大
野
亜
樹
子
）

﹇
吾
妻
署
﹈
８
月
23
日
（
土
）、
草
津
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
、
当
署

な
ど
が
協
賛
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
首
都
圏

か
ら
の
参
加
者
30
名
を
含
む
１
５
０
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

草
津
町
長
中
澤
敬
氏
の
基
調
講
演
「
草

津
町

本
格
的
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
取
り
組
み
」

の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移

り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
望
月
照
彦
氏

（
多
摩
大
学
教
授
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
白
澤

卓
二
氏
（
順
天
堂
大
学
大
学
院
教
授
）、
上

原
巌
氏
（
東
京
農
業
大
学
准
教
授
）、
市
川

薫
氏
（
草
津
温
泉
ホ
テ
ル
一
井
女
将
）、
芳

村
真
理
氏
（
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
副
代
表
理
事
）を
迎
え
、温
泉
・
森
・

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

を
囲
ん
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、
地
元
の
食

材
を
活
か
し
た
健
康
食
や
民
謡
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

翌
24
日
（
日
）
は
、
国
有
林
に
設
定
し

て
い
る
草
津
森
の
癒
し
歩
道
「
ロ
イ
ヤ
ル

コ
ー
ス
」
を
約
40
名
の
参
加
者
が
散
策
し
、

森
林
の
精
気
を
身
体
一
杯
に
浴
び
て
い
ま

し
た
。

（
広
報
連
絡
官

関
上
辰
弥
）

﹇
利
根
沼
田
署
﹈
８
月
６
日
（
水
）、「
夏
休

み
森
の
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
当
署
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

沼
田
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
森
の

恵
み
で
あ
る
木
の
実
や
枝
な
ど
を
使
い
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、「
森
林
に
対
す
る
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
」、「
地
域
に
お
け
る
森
林
管

理
署
の
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
」、「
林
野

庁
で
は
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運

動
実
施
中
で
あ
る
」
こ
と
等
の
Ｐ
Ｒ
を
目

的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

76
名
の
参
加
者
が
４
組
に
分
か
れ
、
当

署
が
準
備
し
た
材
料
で
思
い
思
い
の
作
品

を
作
り
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
木
の
実
等
に
、
子
ど
も
達

は
興
味
津
々
。「
何
に
使
お
う
か
な
。」
と
ア

イ
デ
ア
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
は
、
審
査
会
を
経
て
沼

田
市
施
設
（「
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
」）

に
て
展
示
す
る
と
と
も
に
、
署
に
お
い
て

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
。」
と
の
声
が
多
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親
子
で
木
の
工
作
を
楽
し
む

各
署
便
り

各
署
便
り

色々な作品ができました
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フ
ォ
ー
ラ
ム
﹁
21
世
紀
型
湯
治
場
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森
林
・
温
泉
を
利
用
し
た

健
康
づ
く
り
﹂
開
催

作品作りに励む子どもたち

草津温泉で森林フォーラム開催
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森
の
恵
み
で
工
作
! !
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く
聞
か
れ
、
地
域
の
子
ど
も
達
と
触
れ
合

い
な
が
ら
、
森
林
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

江
上
麻
里
子
）

﹇
上
越
署
﹈
８
月
10
日
（
日
）、
当
署
を
含
む

関
係
機
関
等
の
連
携
・
協
力
の
下
、
妙
高

市
主
催
に
よ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
妙
高

「
夏
休
み
親
子
自
然
教
室
in
笹
ヶ
峰
」
が
開

催
さ
れ
、
２
０
０
名
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
署
で
は
、上
越
地
域
振
興
局
、妙
高
市
、

妙
高
市
理
科
セ
ン
タ
ー
、
国
際
ア
ウ
ト
ド

ア
専
門
学
校
と
と
も
に
、「
関
川
源
流
体
感

コ
ー
ス
」
及
び
「
癒
し
の
森
体
感
コ
ー
ス
」

を
案
内
し
ま
し
た
。

関
川
源
流
部
の
真
川
に
設
定
し
た
「
関

川
源
流
体
感
コ
ー
ス
」
で
は
、
子
ど
も
達

が
水
の
冷
た
さ
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、

渓
流
に
生
息
す
る
水
生
生
物
を
採
取
し
、

携
帯
用
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
な
ど
に
よ
り

川
の
清
流
度
を
調
べ
ま
し
た
。

涼
し
い
風
が
吹
く
「
夢
見
平
」
に
設
定

し
た
「
癒
し
の
森
体
感
コ
ー
ス
」
で
は
、

親
子
で
森
林
内
外
の
気
温
を
測
っ
た
り
、

簡
単
な
実
験
で
森
林
の
保
水
力
を
確
か
め

た
り
、
ブ
ナ
の
年
輪
を
数
え
た
り
、
キ
ハ

ダ
の
苦
い
内
皮
を
な
め
て
み
た
り
と
、
体

験
を
通
じ
て
森
林
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
体
感
コ
ー
ス
か
ら
帰
っ
た

参
加
者
達
の
感
想
は
、「
夏
休
み
の
良
い
思

い
出
と
な
っ
た
」「
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

な
ど
、
貴
重
な
生
き
物
が
見
ら
れ
て
楽
し

か
っ
た
」「
素
晴
ら
し
い
森
林
と
分
か
っ
た

の
で
、
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
」
と
好
評
で

し
た
。
（
流
域
管
理
調
整
官

山
下

聡
）

﹇
山
梨
所
﹈
８
月
30
日
（
土
）、
当
所
は
「
森

と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
」（
主
催 

山
梨
県
・

山
梨
市
観
光
協
会
）
に
参
加
し
、
国
有
林

野
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

今
年
は
、
山
梨
市
の
「
道
の
駅
み
と
み
」

と
「
広
瀬
ダ
ム
」
を
会
場
に
し
て
、
ボ
ー

ト
乗
船
、
土
石
流
模
型
実
験
コ
ー
ナ
ー
、

発
電
実
験
模
型
の
展
示
・
体
験
な
ど
の
ほ

か
、「
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
山
梨
県
大
会
」
も

併
せ
て
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

当
所
は
、
小
枝
の
モ
ッ
く
ん
作
り
、
丸

太
切
り
体
験
、
森
林
ク
イ
ズ
等
を
行
い
、

小
さ
な
子
供
達
か
ら
大
人
の
方
ま
で
大
変

好
評
で
し
た
。

ま
た
、
笛
吹
川
の
治
山
事
業
を
紹
介
し

た
パ
ネ
ル
展
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等

も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
毎
年
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
初
め
て
「
森
林
ク
イ
ズ
」

を
行
い
、
本
物
の
木
の
葉
や
木
の
実
を
使
っ

た
問
題
に
、
子
供
達
は
真
剣
に
取
り
組
み

友
達
と
一
緒
に
答
え
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ク
イ
ズ
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
子
供
達
が
今
ま
で
以
上
に

森
林
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。（
広
報
連
絡
官

生
方
啓
司
）

﹇
磐
城
署
﹈
９
月
３
日
（
水
）、
い
わ
き
市
立

平
第
二
小
学
校
の
五
年
生
１
０
０
名
が
「
総

合
的
な
学
習
」
の
一
環
と
し
て
、
森
林
に

つ
い
て
学
習
す
る
た
め
来
署
し
ま
し
た
。

学
習
の
は
じ
め
に
、
署
長
か
ら
「
森
林

と
地
球
環
境
」
と
題
し
て
、
森
林
の
働
き

や
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
森
林
土
壌
と
学
校
の
校
庭
の

土
の
吸
水
速
度
の
違
い
を
実
験
に
よ
っ
て

確
か
め
た
り
、
ま
た
、「
モ
ッ
ク
ン
」
作
り

も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

生
徒
達
か
ら
は
「
モ
ッ
ク
ン
作
り
は
楽

し
か
っ
た
」「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
理
解

で
き
た
の
で
、
エ
コ
に
努
め
た
い
」「
木
造

の
家
を
建
て
た
い
」「
森
林
の
重
要
性
が
理

解
で
き
た
」
等
々
の
感
想
や
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
等
に
果
た
す
森
林
の

役
割
や
木
の
温
も
り
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
連
絡
官

児
山
富
士
男
）

森林クイズは大人気、報道関係者も
取材

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

﹁
森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
﹂

に
参
加

真剣に「モックン」作りをする子供
たち

夢中になって水生生物を探す子ども
たち
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小
学
５
年
生

１
０
０
名
が
来
署
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笹
个
峰
高
原
で
体
感
学
習
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作
業
職
員
の
方
と
同
行
し
、

山
や
林
業
の
話
を
聞
き
な
が

ら
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
も
と
も
と
登
山
が
好

き
な
の
で
、
長
い
稜
線
上
の

境
界
な
ど
を
見
回
る
の
は
楽

し
く
、
長
い
距
離
を
や
り
遂

げ
た
と
き
に
は
な
か
な
か
の

達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
調
査
し
た

森
林
に
手
が
入
り
、
適
切
に

整
備
さ
れ
て
い
く
姿
を
見
る

の
も
森
林
官
と
し
て
の
醍
醐

味
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
広
い
山
系
が
自
分
に
任
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
が
し
ま
す
が
、
少
し
で
も
任
さ
れ

た
森
林
を
良
い
方
向
に
導
く
た
め
に
「
日
々

こ
れ
勉
強
」
と
思
い
な
が
ら
山
に
向
か
う

毎
日
で
す
。

市
、
関
東
森
林
管

理
局
が
共
同
で
森

林
整
備
に
取
り
組

む
「
あ
か
ぎ
親
し

み
の
森
」
が
あ
り
、

毎
年
２
回
の
森
林

整
備
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
10

年
の
活
動
開
始
以

来
、
今
や
参
加
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

は
６
つ
に
増
え
、

多
く
の
人
が
森
林

整
備
を
通
し
て
森

林
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

森
林
官
と
し
て
の
業
務
は
、
春
の
植
付

か
ら
は
じ
ま
り
、
造
林
請
負
関
係
の
業
務

が
夏
ま
で
続
き
、
秋
が
近
づ
け
ば
来
年
度

事
業
の
た
め
の
踏
査
や
収
穫
調
査
が
加
わ

り
、
報
告
書
類
の
作
成
に
追
わ
れ
る
う
ち
、

あ
っ
と
い
う
間
に
冬
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ

の
後
も
管
理
関
係
や
、
調
査
書
類
の

残
り
を
作
成
し
て
い
る
と
１
年
が
終
わ
る

と
い
っ
た
感
じ
で
、
な
か
な
か
気
の
休
ま

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
１
年
目
は
年
間
の
仕
事
の
流
れ

が
読
め
ず
、
色
々
と
苦
労
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

近
隣
事
務
所
と
の
距
離
も
離
れ
て
い
る

た
め
先
輩
森
林
官
と
仕
事
を
共
に
す
る
機

会
は
少
な
く
、
現
場
に
は
も
っ
ぱ
ら
基
幹

人
の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
、
秋
に
は
紅
葉

が
美
し
く
、
冬
に
は
湖
面
が
氷
結
し
ワ
カ

サ
ギ
釣
り
の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
ぶ
と
い
っ

た
よ
う
に
、
四
季
を
通
じ
て
観
光
客
が
絶

え
ま
せ
ん
。

当
部
内
は
首
都
圏
か
ら
の
交
通
の
便

の
良
さ
も
あ
り
、
法
人
の
森
林
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
森
等
も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

渋
川
市
赤
城
町
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
渋
川

群
馬
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
た
る
渋
川

市
に
、
私
が
勤
務
す
る
森
林
事
務
所
が
あ

り
ま
す
。

管
轄
区
域
は
渋
川
市
、
前
橋
市
、
富

士
見
村
の
広
範
囲
に
わ
た
り
、
こ
こ
に

３
、６
３
２
㌶
の
国
有
林
が
団
地
状
に
分
散

す
る
形
で
存
在
し
て
い
ま
す
。

北
部
の
小
野
子
、
子
持
山
系
で
は
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
多
く
、
木
材
生
産
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
東
部

の
赤
城
山
系
は
、
山
頂
周
辺
を

中
心
に
、
特
有
の
自
然
景
観
を

利
用
し
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。特

に
、
群
馬
県
を
代
表
す
る

山
で
あ
る
赤
城
山
は
、
火
山
地

形
特
有
の
ゆ
る
や
か
に
裾
野
が

広
が
っ
た
雄
大
な
地
形
を
し
て

お
り
、
山
頂
部
に
は
大
小
の
カ

ル
デ
ラ
湖
が
あ
り
ま
す
。

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は

様
々
な
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
乱
れ
、

息
を
の
む
よ
う
な
美
し
さ
で
す
。

最
高
峰
の
黒
檜
山（
１
、８
２
８

㍍
）
へ
の
登
山
は
も
ち
ろ
ん
、

夏
に
は
湖
畔
で
キ
ャ
ン
プ
す
る

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

群
馬
森
林
管
理
署  

渋
川
森
林
事
務
所

  

森
林
官

島

田

早

苗
ヤシオツツジ咲く黒檜山登山道から大沼を見下ろす

伸びやかな赤城山の裾野

レンゲツツジが満開の赤城白樺牧場
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ー
ザ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
の
エ
ン
ジ
ン

音
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

大
勢
の
登
山
者
が
こ
の
よ
う
な
状

況
を
見
て｢

自
然
破
壊｣

だ
と
現
場
に

い
る
者
に
訴
え
ま
す
。（
こ
の
現
象
は

南
ア
ル
プ
ス
林
道
広
河
原
〜
北
沢
峠

間
の
工
事
の
と
き
も
同
様
で
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
）
訴
え
ら
れ
る
私

達
は
、
工
事
施
工
者
の
立
場
で
、
そ

の
苦
情
に
対
す
る
言
い
訳
を
す
る
の

で
す
が
、
目
の
前
で
工
事
が
進
展
し

て
い
る
の
で
説
得
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
時
が
過
ぎ
て
３
枚
目
の
写
真
の

よ
う
に
河
畔
林
が
育
ち
、
見
事
に
緑
が
復

活
し
て
い
る
現
在
で
は
文
句
を
言
う
人
は

一
人
も
い
ま
せ
ん
。

も
し
工
事
進
行
中
に
完
成
後
の
景
観
予

想
図
が
あ
っ
た
と
し
て
、
自
然
の
中
に
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
が
い
な
く
て
も
素
朴
な
自
然

保
護
者
に
、
工
事
の
効
果
を
説
得
す
る
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
自
然
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
、

た
っ
た
一

人
で
一
瞬

の
う
ち
に

出
来
て
も
、

こ
の
例
の

よ
う
に
自

然
を
本
来

の
姿
に
戻

す
の
に
は
、

た
く
さ
ん

の
人
手
と
、

と
て
も
長
い

時
間
を
必
要

と
す
る
か
ら

な
の
で
す
。

近
年
南

ア
ル
プ
ス
で

は
、
固
有
種

の
キ
タ
ダ
ケ

ソ
ウ
の
開
花

が
80
年
で
約

一
ヶ
月
近
く

早
ま
り
、
冬

雪
よ
り
春
雪
の
降
雪
量
が
多
く
、
紅
葉
の

見
頃
が
半
月
近
く
も
遅
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
稜
線
で
は
、
国
の
特
別
天
然
記

念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
減
少
し
、
サ
ル
や

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
、
本
来
の
生
息
地
で
は
な

い
亜
高
山
や
高
山
帯
に
進
出
し
て
高
山
植

物
を
食
べ
つ
く
し
、
表
土
の
流
出
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
研
究
者
達
は
そ

の
原
因
の
１
つ
に
「
私
達
人
間
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
起
因
し
た
地
球
温
暖
化
が
あ

げ
ら
れ
る
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

現
在
私
達
が
置
か
れ
て
い
る
地
球
環
境

を
、
よ
り
良
好
に
保
つ
た
め
の
担
い
手
は

「
森
林
」
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ら
ば
、
木
々
の
生
態
や
森
の
機
能
を

学
び
、
身
近
に
あ
る
森
林
を
大
切
に
育
て

て
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
達
の
最

も
大
切
な
役
割
な
の
で
す
。

南
ア
ル
プ
ス
の
北
部
は
本
邦
第
二
の
標

高
を
誇
る
北
岳
を
擁
す
る
白
峰
三
山
、
花

崗
岩
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
と
鳳
凰
三
山
、
南
ア

ル
プ
ス
の
女
王
と
呼
ば
れ
、
遠
く
赤
石
岳

に
続
く
尾
根
を
張
っ
て
い
る
仙
丈
ケ
岳
か

ら
な
り
、
全
山
ブ
ナ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、

ツ
ガ
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
ト
ウ
ヒ
等
か
ら
な
る

見
事
な
原
生
林
に
覆
わ
れ
、
感
動
的
な
景

観
を
誇
る
３
、０
０
０
ｍ
の
稜
線
に
は
ラ
イ

チ
ョ
ウ
が
遊
び
、
可
憐
な
花
達
が
咲
き
誇

り
、
刻
み
込
ま
れ
た
美
し
い
渓
谷
は
清
冽

な
水
が
時
に
は
滝
を
落
と
し
な
が
ら
流
れ

下
る
、
日
本
山
岳
の
原
風
景
が
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。 視の

私
点視
の
私
点

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館 

館
長

塩し
お

沢ざ
わ 

久ひ
さ

仙の
り

「
森
に
暮
ら
し
て
」

こ
の
３
枚
の
写
真
は
私
が
生
活
す
る
広

河
原
か
ら
北
岳
を
望
ん
だ
も
の
で
す
。
荒

廃
が
進
む
大
樺
沢
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
ら
れ
た
堰
堤
が
13
基
入
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
時
は
工
事
車
両
が
頻
繁
に

出
入
り
し
て
、
静
か
な
広
河
原
に
ブ
ル
ド

冬羽に替わった北岳のライチョウ

昭和57年災害時の広河原

キタダケソウと間の岳

昭和51年 昭和59年 現 在
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人
命
救
助
で
表
彰
！！

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
エ
サ
場
と
な
る
ビ
オ

ト
ー
プ
を
整
備
し
、
農
業
も
で
き
る
だ
け
農
薬

を
使
わ
な
い
取
組
が
行
わ
れ
、
ト
キ
の
生
息
環

境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
絶
滅
に
瀕
し
た
ト
キ
の
た
め

に
、
昭
和
37
年
か
ら
昭
和
45
年
に
か
け
て
生

息
地
で
あ
る
約
１
、０
０
０
㌶
の
森
林
を
国
有

林
と
し
て
買
い
入
れ
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
度
か
ら
は
、
ト
キ
の
営
巣
候
補

木
等
保
全
整
備
事
業
を
実
施
し
、
営
巣
木
と

な
る
ア
カ
マ
ツ
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
き
っ
と
国
有
林
で
も
営
巣
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
、
そ
し
て
佐
渡
の
空
、

日
本
の
大
空
を
沢
山
の
ト
キ
が
飛
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
下
越
署  

森
林
官　

田
中
英
司
）

　

利
根
沼
田
森
林
管
理
署
の
髙
松
毅た

け

之し

さ
ん

　

９
月
25
日
（
木
）、
27
年
ぶ
り
に
佐
渡
の
大

空
に
ト
キ
が
舞
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
篠
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
を
お

迎
え
し
、
当
局
小
林
局
長
を
含
め
多
く
の
関

係
者
が
見
守
る
中
、
ト
キ
セ
ン
タ
ー
で
人
工
飼

育
さ
れ
た
10
羽
の
ト
キ
が
野
生
復
帰
の
た
め

試
験
放
鳥
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

か
つ
て
ト
キ
は
、
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

生
息
し
て
お
り
、
珍
し
い
鳥
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
乱
獲
や
生
息
環
境
の
変
化
と

と
も
に
激
減
し
、
日
本
で
は
唯
一
、
佐
渡
に
残

る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昭
和
56
年
に
は
残
っ
た
野
生
の
ト
キ
５
羽
を

一
斉
捕
獲
し
、
環
境
省
・
新
潟
県
佐
渡
ト
キ
保

護
セ
ン
タ
ー
で
繁
殖
を
試
み
る
も
か
な
わ
ず
、

平
成
15
年
、
最
後
の
日
本
産
ト
キ
「
キ
ン
」
の

死
亡
に
よ
り
日
本
の
ト
キ
は
絶
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

は
、
人
命

救
助
に
功

績
が
あ
っ

た
と
し
て
、

新
潟
県
与

板
警
察
署

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
松
さ
ん
は
８
月
15
日
（
金
）、
新
潟
県
出
雲
崎

町
の
「
久
田
海
岸
」
で
海
水
浴
中
、
沖
合
で

子
供
が
溺
れ
、
そ
れ
を
助
け
に
行
っ
た
父
親
も

一
緒
に
溺
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

近
く
に
い
た
人
と
協
力
し
、
子
供
を
浮
輪

で
救
助
し
、
水
中
に
沈
ん
で
い
た
男
性
を
浜
辺

ま
で
引
き
上
げ
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
、
尊
い
一

命
を
取
り
と
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

髙
松
さ
ん
は
、「
署
で
の
救
急
法
の
講
習
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
役
立
ち
、
人
を
助
け
る
こ

と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（
利
根
沼
田
署  

広
報
連
絡
官　

菊
池
一
紀
）

　

こ
の
写
真
は
、
昭
和
30
年
代
初
期
の
旧
館

腰
種
苗
事
業
所
で
の
作
業
風
景
で
す
。

　

国
有
林
野
事
業
で
唯
一
女
性
が
多
か
っ
た

こ
の
職
場
は
、新
潟
県
の
北
端
、村
上
市（
旧

朝
日
村
）
の
熊
登
国
有
林
で
、
Ｊ
Ｒ
村
上
駅

か
ら
北
東
へ
９
．５
㌔
㍍
に
位
置
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
所
の
歴
史
は
、
昭
和
２
年
に
国

有
林
内
５
、０
０
０
平
方
㍍
を
開
拓
し
た
三

面
苗
圃
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
防
風
林
等

を
含
め
約
15
㌶
の
事
業
施
設
と
な
り
昭
和

の
最
盛
期
に
は
、
ス
ギ
苗
木
を
主
と
し
て
年

間
32
万
本
の
山
出
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
事
業
所
も
平
成
５
年
３
月
に
閉
所

と
な
り
、
現
在
は
新
た
な
名
称
を
「
ふ
れ
あ

い
里
山
の
森
」
と
し
、
花
・
木
の
実
・
野
鳥

な
ど
の
観
察
を
目
的
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
の

エ
リ
ア
」「
ブ
ナ
の
エ
リ
ア
」
等
、
体
験
す

る
目
的
に
合
わ
せ
た
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
当
地
で
林
業
体
験
し
た

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
炭
焼
窯
の
体
験
を
、

今
か
今
か
と
待
ち
焦
が
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
女
性
達
が
生
産
し
た
苗
木
は
、
そ

れ
ぞ
れ
山
で
伐
採
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

半
世
紀
と
い
う
時
の
流
れ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
ス
ギ
の
苗
木
に
代
わ
っ
て
、
今
は
２
㍍

の
ブ
ナ
が
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
と
い

う
使
命
感
を
背
負
い
成
長
し
続
け
て
い
ま

す
。（

村
上
支
署  

広
報
連
絡
官  

富
樫
善
弥
）
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残雪期の苗木選別作業
　

以
後
、
中
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
ト
キ
に
よ
り

人
工
増
殖
が
進
み
、
現
在
は
１
０
０
羽
を
超
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
20
年
９
月
16

日
現
在
１
２
２
羽
）。

　

佐
渡
で
は
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
向
け
、
ボ
ラ 放鳥され、元気に大空へと飛び立つトキ

人命救助で感謝状を
受賞した髙松さん

「
ト
キ
」
再
び
大
空
へ
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